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序

大宮町には、古代郷上の黎明期における先人たちが残 した輝 しい文

化とその遺産である遺跡が数多く点在 してお ります。鷹巣字原地区に

ついてもこれら遺跡群の一つであ ります。

この度、水戸北部中核工業国地への企業立地等に伴 う住宅対策の一

環として、当該地が本町及び茨城県による公営住宅の建設、町土地開

発公社での宅地分譲の予定地と決まったため、急ぎ発掘調査を実施 し

た次第であ ります。

お陰様で関係された方々は、いずれも深い研究と体験に基づき、多

くの困難を克服されながら慎重に進められたため、私たち郷上の先人

たちの姿が解明されましたことは、まことに欣快にたえないところで

あ ります。

本書は、この成果を広 く皆様に紹介し、文化財に対する認識と遺跡

愛護の精神をさらに深められ郷上の未来を築 く力の礎となるよう刊行

したものであ ります。

最後に発掘調査にあたられました諸先生方をはじめ数多くの関係者

各位のご尽力に対 し、心から深甚なる感謝を申し上げる次第です。

昭和62年 12月

大宮町長 菊 池 道 隆

-1-



文序

鷹巣遺跡の発掘調査は、昭和61年H月 から昭和62年 2月 までの 4か

月間実施されました。この遺跡は、久慈川に沿って南にのびる標高50

～60m、 水田面から比高約 5～ 10mの中位段丘の畑一帯にあ ります。

昭和56年 9月 に一次調査が行われ、土器片や瓦片などが発見され、ま

た西方斜面には瓦窯も付属 し、単純な集落遺跡のみでなく二人関係集

落も予想される重要な注目すべき遺跡であ ります。

この度、当該地に大宮町土地開発公社住宅団地の計画がもちあが

り、土地開発公社から大宮町教育委員会に発掘調査が委託されまし

た。その後、大宮町鷹巣遺跡発掘調査会が組織され、二次発掘調査を

開始することにな りました。

この発掘調査によって、得ることのできた遺物のうち最も数量の多

いものは、土師器片と須恵器片であ り、瓦の小片も混在 し、また住居

l■、溝状遺構などが確認され、この地域における古代の人びとの生活

の一端を知る上の貴重な資料を得ることができました。

ここに報告書発刊をみることができましたのは、事前の発掘調査か

ら全面的なご理解とご協力をいただきました茨城県教育庁文化課、水

戸教育事務所社会教育課のご厚意と、調査団長井上義安先生はじめ関

係各位のご協力の賜物であ り心から謝意を申し上げます。

また、発掘にかか りました一切の経費を負担いただきました大宮町

土地開発公社に対 しまして、深甚なる感謝を申し上げます。

この報告書によって、祖先の偉業をしのぶことができると共に、文

化財に対する認識が一そう深まり、遺跡愛護の精神、郷土を愛する心

を培 う上で貴重な資料となることでしょう。是非、この報告書を活用

されることを心からご期待申し上げご挨拶といたします。

昭和62年 11月

大宮町教育委員会

教育長 海老根
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例     言

1 本書は、茨城県那珂郡大宮町鷹巣字原の住宅団地造成に伴う遺跡の発掘調査(第二次)報告書で

ある。

2 発掘調査は、昭和61年 10月 23日 から翌62年 2月 26日 まで行った。

3 発掘調査面積は約15,000だである。

4 発掘調査は、鷹巣遺跡発掘調査会(吉 田一満教育長)を組織し、井上義安・植田友次・大声あさ子

が従事した。

5 出土遺物の整理作業は、発掘終了後の 3月 3日 から10月 31日 まで、那珂湊市橿原神宮社務所、

大洗町髭釜遺跡調査団事務所、植田・大声宅を使用した。

6 整理作業の分担は下記のとおりである。

井 上 義 安 遺構・遺物図面の検討、接合資料の抽出、本文執筆、 レイアウト、校正

植 田 友 次 土器接合復元作業

大 芦 あさ子 土器接合復元作業、接合資料の抽出、瓦実測拓影図の作成、写真図版の作成

鈴 木 浩 子 遺構・遺物図面の作成、瓦実測拓影図の作成、校正

小 堤 静 江 遺構・遺物図面の作成、写真図版の作成、瓦実測拓影図の作成、校正

戸 崎 ともえ 遺構図面 トレース

後 藤 つや子 遺構図面 トレース

7 遺構写真は井上義安が担当した。

8 出土遺物は、大官町教育委員会(那珂郡大宮町388の 2)が一括保管している。

実 測 図 凡 例

1 住居址実測図、遺物分布図、接合関係図は‰で作図したものを発、カマ ドと柱穴は‰で作図し

たものを1/2、 土器は発、土製品と鉄製品類は72、 瓦は1/4に縮小して収録した。

2 土器の接合資料は、出土地点番号(遺物番号と同一)、 表裏関係(表△ 裏▽ 立ちレ)、 床上 レベル

(計測単位cm)の ‖原に記入した。

3 土師器のうち網点を貼付したものは内黒処理を意味し、遠元焔で焼成した須恵器は断面を墨で

塗 りつがして区別した。
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図版第二〇 第一九号 (上 )第二三号 (下 )住居址出土瓦

図版第二― 第二三号住居址出土瓦
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第一章 発掘調査に至る経過

大官町の北部に位置する鷹巣字原の台地は、昭和48年、日立那珂精器株式会社が町の工場誘致

に伴って、工場建設用地を取得した場所である。ところが、この予定地一帯は、茨城県遺跡地名

表 (596)に 登載されている周知の遺跡であ り、工場建設にあたっては、事前に発掘調査を実施 し、

記録保存の処置を講 じなければならない土地であった。

昭和56年 6月 に至って、大宮町当局は日立那珂精器株式会社の理解と協力をえて、建設予定地

に トレンチを設定 し確認調査を行った。その結果、明確な住居址の発見にまでは至らなかったけ

れども、遺構らしい落ち込み、住居址の存在を裏付ける古墳時代後期 (鬼高式)、 歴史時代 (国分式)

の土師器、須恵器片、瓦片に加え、後期縄文土器片などが採集できた。台地の西側斜面には瓦窯

l■ も散在 してお り、このような各種の遺物が出土するに及んで本地点は古代の瓦製作に関係する

遺跡としての可能性が指摘でき、遺跡の重要性と同時に本調査の必要性も考慮された。

会社側は、開発計画を一時中断 し、発掘調査を実施 し工場建設用地を造成することに決定 し

た。昭和56年 9月 2日 、会社からの委託によって大越四郎教育長を会長に選出し、大宮町鷹巣遺

跡発掘調査会が結成され、同月24日 から12月 25日 まで発掘調査を行った。調査団長に伊東重敏氏

が委嘱された。この発掘は本遺跡の第一次調査で、対象面積は約5,000Υ であった。

発掘調査は、歴史時代の竪穴住居址15軒、掘立柱建物址 2棟、柱穴列を伴 う溝状遺構 1本 を検

出し、未調査の建設予定地約15,000留 を残 して終了した。

その後、建設予定地は、日立那珂精器株式会社より大官町土地開発公社の所有とな り、ここに

新 しく住宅団地の建設が計画され、その造成工事を行 うこととなったのである。

今回の発掘は、その団地造成に伴 う第二次の調査になる。調査会は、昭和61年 9月 5日 、吉田

一満教育長を会長として結成 し、①調査会規約、②会計規定、③事業計画、④予算、⑤業務委託

契約などについて審議が行われた。調査は担当者に丼上義安 (日 本考古学協会員)、 調査員に植田友

次 (常陸太田市文化財専門委員)、 大声あさ子 (大洗町団子内遺跡調査団)が従事することになった。

遺跡の観状は雑木林となっていたために、まずこれの伐採作業から始め、続いて表土 (約 50clll)

の除去作業を行いながら、11月 4日 より地元鷹巣、小祝賀地区の作業員諸氏の協力を加えて、遺

構確認と発掘作業を翌年の 2月 26日 まで実施 し、別稿に記述 したような予想どお りの成果を収め

終了することができた。
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第二章 遺跡の位置と考古学的環境

大宮町は、久慈川と那珂川にはさまれた那珂郡のほば中央に位置 し、巨視的にみれば、北に標

高200m前 後の山地 (鷲子鶏足古期層)が続き、南に標高15～ 30mの 沖積地 (低位段丘)が河川の周囲

に分布 し、北高南低の地形的特色が認められる。町の北部、大賀、鷹巣付近には、久慈川の沖積

地に面 して、いくつかの中位段丘 (標高30～50m)が複雑に発達 している。鷹巣遺跡 もこうした中

位段丘の一つに占地 している訳である。

昭和52年 3月 に発行 した『大宮町史』|こ よると、本遺跡を台地の西南縁に存在する瓦窯址を含め

て、次のように説明している。

久慈川に東面する南東にのびる台地で、標高50～ 60メ ー トル、水田面からの比高約 5～ 10

メー トルである。この台地の南から西へかけて、谷津が入 り込んでお り、遺跡はその台地の

南西斜面中にある。分布調査によると、布 目瓦が散布する範囲は台地縁辺部から斜面途中ま

でであ り、斜面中に、地脹れ状のものが二か所確認できた。次いでボーリング調査をしたと

ころ、標高55メ ー トルラインで、布 目瓦が集中しているのが確認でき、その中に窯壁の断片

がみられた。このことにより窯址と断定 したが、同時に、地脹れ状の二か所においては、明

らかに窯址であることが判明した。 しかも形状から判断すると、長さ 6、 7メ ー トルの半地

下式の登窯と理解されるだけの様相をもっている。以上のことから、窯址群は二基にとどま

らず、それ以上あると考えられる地形をもっている。南側のこの斜面で、鉄鉾が若千採集さ

れたのが福祉センターに所蔵されているが、地形的にみて、かタラ址とも考えられ、この斜

面地については、今後問題 となるであろう。採集されている布 日瓦の時期は、奈良時代後期

と判断される。

以上の記述が、町史編さん当時の本遺跡に対する一般的な認識であったとは思われない。発掘

前に現地を踏査 してみると、斜面の北東側に平坦な畑地や山林が展開してお り、ここに瓦製作に

かかわった二人の住居址、工房址が存在すると考えてほば間違いのない場所であ り、遺跡の推定

面積は約50,0004rで ある。町史の担当者は、おそらく布 目瓦の僅少性、瓦窯の重要性を強調せん

がための記述であったように推察できる。

遺跡の西方には、『常陸国風土記』久慈郡の条によれば、「丹石交錯れ り、色は編磐に似た り、

火を表るに尤好 し」というメノウを産する玉川が南流 し、また、綾繊で知られる「語織の里」も存

在 し、周辺には鷹巣古墳群 (形象埴輪、須恵器出土)、 糠塚古墳 (前方後円墳)、 昭和48年 に発掘 した一

騎山古墳群などが散在 し、考古学的事象に事欠かない地域である。

奈良時代の大官地方は、機織あるいは瓦製作などに関係した専業集団が居住 し、古代常陸にお

ける工芸技術の重要な役割を担なっていたことが窺われるのである。
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第二章 遺跡の位置と考古学的環境
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第三章 第一次発掘調査の概要

本遺跡は、昭和56年 6月 24日 から7月 21日 までの予備調査をへて、第一次調査が実施された訳

である。この予備調査は伊東重敏氏の担当で行われた。それによると幅 lmの トレンチを10m間

隔で南北に入れ、細部確認の必要があればグリツト法を併用 して調査を実施している。A～ Lト

レンチのうちA・ B各 トレンチ内に遺構らしい落ち込みが発見できた。この調査では、古墳時代

の鬼高式上器、歴史時代の国分式上器と瓦の小片、縄文時代後期の土器破片若千を採集 した。こ

うした遺物により製瓦関係の遺構が埋没 している可能性も考えられ、本調査の必要性が指摘され

たのである。

第一次発掘調査は、以上の予備調査の成果を踏まえて、同9月 24日 から12月 25日 まで実施され

たのである。本発掘には、再び伊東重敏氏が担当者となって行い、整理作業は佐藤政則氏 (日 立

市立郷土博物館)の協力をえて外山泰久、金田正志の両氏が従事 し、報告書『常陸鷹巣遺跡』(昭和58

年 3月 )を刊行 してヽヽる。

本発掘調査は、報告書に記述はないが造成地約20,0004rの うち1/4に当る東北側の約5,0004rを

発掘 した。

遺構分布図によると1、 遺構は発掘調査区の中央部分に存在せずにそれぞれ東西の両側に発見さ

れている。

東側の発掘区においては、住居址 9軒、掘立柱建物址 2棟 と柱穴列を伴 う溝状遺構 1本が検見

された。住居l■は、その分布の状態から未発掘の東側畑地にも埋没 しているように考えてよい。

西側の発掘区で発見 した住居l■ は、報告書によると4軒が重複 したものであるというが、残存

状態は必ず しも良好とはいえない。発掘区を拡張すれば茎然住居址が出現するような場所である。

発掘 した住居址は、すべてカマ ドを伴 う隅丸方形竪穴で歴史時代の国分式期に該当するもので

ある。住居址の規模は、大きいもので一辺約4,3m、 小さいもので約3.Om、 平均3.6m程度とな

り、その面積は17Υ から74Pま であ り、104rを 越える住居が 6軒存在する。

出土遺物には、土師器の甕形土器、不形土器、高台付杯形土器、同皿形土器、須恵器の外形土

器、高台付杯形上器、壷形土器、蓋形土器などが共伴 し、紡錘車やフイゴの回、鉄製の紡錘車、

刀子、鉄鉾などが存在する。これらの遺物の特徴を綜合 して、大略 9世紀前半～中頃に営まれた

住居址群であるうと説切している。

また、住居址群の北西側にある掘立柱建物址については、出土遺物が皆無であ り、構築年代は

明らかにされていない。おそらく住居址群と同時期か若千新 しくなる遺構であろう。

遺跡の西側斜面雑木林の中には、瓦窯址群が埋没 していて布 目瓦片が出土 し、久慈郡衝址への

供給が指摘されていて、はなはだ興味のある問題を内包 した遺跡である。
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第四章 第二次発掘調査の概要

今回の調査範囲は、第一次において発掘調査を行った残 りの部分で、団地造成予定地20,000ギ

のうち約15,000Υ である。

この範囲における私たち調査員の共通 した認識は、第一次発掘調査の内容〈地形・面積・遺構

の種類と数量など〉をつぶさに検討 し、歴史時代の瓦製作に関係 した二人の竪穴住居址が、少な

くとも25軒程度発見でき、掘立柱址や土墳状遺構はあまり期待できそ うにもないということであ

った。この認識が基本となって発掘調査の計画がたてられたのである。

調査区の現状は、一部の緩斜面を除き平坦であ り、大小の灌木類、チガヤ類などの雑草が繁茂

し、南西側の斜面山林に続いている。 ローム面までの堆積土を調べると、第一次調査区に比較 し

て、西寄 りの境界付近を除き、厚さが60clllか ら深いところで80cmに も達することがわかった。こ

のために調査区全域の表土は、大型機械を導入して肖J除 し、北側の調査終了地と南側の斜面に搬

出することにした。

遺構の確認作業は、表土除去がある程度進行 した段階で並行的に実施 し、その種類と数量を把

握することに努めた結果、最終的に歴史時代 (国分期)の住居址23軒、溝状遺構 (住居址の時期より新

しい)2本 、円形の砂金採掘穴 (昭和8年冬発掘)な どが発見でき、私たちの分析結果に近い遺構数

となったのである。

これより先に、調査区全域には、グリット設定作業が行われた。グリットは、原点を南西隅に

置き、西から東に横軸をとリアルファベット記号を表示 し、南から北の綻軸にアラビア数字 (算

用数字)を用いた。各グリットは10mの 方眼である。

調査は、遺構を確認できた時点から記録することにした。すべての遺物は、原位置のまま柱状

に残 し、出土地点・床上 レベル・表裏関係などを記入し、その状態も合わせて観察 し収納する方

法を採用 した。これによって個々の遺物が基礎資料として果たす役割は倍加されるだろう。

以上に述べてきたように、今回の第二次発掘は、前回の調査にくらべ、発掘調査に対する態度

は根本的に相違 し、それは調査法を合めた作業全般に好影響を及ばしているのである。
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第四章 第二次発掘調査の概要
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第五章 遺構の分布状況

第二次調査区は、第一次調査区の西および南側に相当する面積約15,0004fの範囲で、調査区の

南端は斜面に続いている。西側も斜面となるが、 ここの山林 (第二〇～三二号住居址の西方)に は、

瓦を焼成 した窯址が10基前後埋没 し、その破片も若千採集できる。

すでに前章で概要を記述 したように、調査区内からは歴史時代に該当する竪穴住居址が23軒、

住居l■ の年代より新 しい溝状遺構が 2本、さらに南端の東側からは、昭和 8年の冬、地元の人達

が掘ったとい う円形の砂金採掘穴 と小穴が 4基ほど発見された。また畑地 となっていた西側に

は、貯蔵穴と思われる円形、長方形の撹乱が若干散在 していた。第一次調査の時に検出した掘立

柱建物址に伴 う柱穴列は、住居址の存在 しない平坦部分 (第一〇 。一九～二三号住居址付近)に期待

したが確認できなかった。

今回発掘 した住居址は、調査区の南側に18軒、北西側に 5軒存在 し、住居址の数としては発掘

面積に比 し決 して多い方ではない。この点に起因するかどうかはわからないが、重複関係をもつ

住居l■ はなく、すべてが単独で発見されている。

先般、大洗町団子内遺跡において、歴史時代の国分式住居址をH軒調査 したが、前代の住居址

に比較すると、規模が著 しく小形化 し、主軸方位もほば同一方向を指 し、住居構築上に規貝J性が

窺われた。本遺跡も国分式の住居址であって、規模と主軸方向の点などにある程度の規則性を認

めることができる。

分葎の傾向としては、東側の第二～八号住居址の 6軒が円弧を描いてまとまるようにもみら

れ、さらに東方の未発掘の畑地や山林へと続 くことは確実であろう。浅い谷が北上する中央部分

の第一二・一三号住居址の付近にも、数軒の住居址が近接する。これも一つのグループにまとま

るかも知れない。第一八号住居址の北側には、第一九号住居址が離れた地点に 1軒あ り、それよ

り北西側に 4軒存在するが、このグループは、窯址のある斜面の方に続き、なお数軒の埋没が予

想できるのである。南端部の第一 一ヽ四～一六号住居址の南側は、斜面になって支谷に移行 して

いる。

窯llLに近 くなる住居址は、布目瓦破片の廃棄量も多くな り、特に第一九号住居址の床面上から

は全遺物の60%に近い破片が出上 し、恰も住居l■ の凹地が瓦捨場に利用された感を深 くするので

ある。また第二三号住居址の周囲の確認面からも22個の瓦破片が採集されている。

発掘区における住居址の分布状況からは、明快なグループ分けによるあ りかたを把握すること

は困難であるが、傾向としては大略以上のように理解することもできるかと思 う。
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第六章 竪穴住居址群の調査

第一 号 住 居 址 (第四・五図、図版第六)

遺 存状 態 比較的良好であるが、カマ ドの残存は悪い。

規模・形態 W― X間約3.4m、 Y― Z間約3.3m、 W一 Y・ X― Z間約3.Omの大きさを有 し、

長方形を呈する住居址である。周壁は30～ 35cmの 深さでほば垂直に掘 り下げている。面積約

H tr。

床  面 全体に平坦であって、亀裂のない程度のかたさ、つまり硬度 3に相当する。周壁

に沿って幅約10cm前後、深さ 5～ 7 cmの 周溝がめぐる。貼床の痕跡は認められない。

柱  穴 床面には検出できず、確認面の各コーナー近 くに 5個発見された。Plと P2は直径

25cm、 深さ42cln、 P3は若干大きく直径30～ 35cm、 深さ60cm、 P4は直径約30cmの ビットが 2個存在

し、深さは41cmと 48ctllである。これらはいずれも壁外に掘られた主柱穴と考えられる。

カ マ ド 東壁(W― X)の ほぼ中央に構築されている。灰白色粘土を用いて構築 してはいる

が、全体に残存状態は悪 く、両袖部を僅かに残す程度である。焚 口～奥壁間約 105cm、 燃焼部幅

約50clll程度の大きさになる。

埋 没 ± 3層に区別でき、床面上に粘土質のロームⅢ、ローム粒子の多い黒褐色土 I、 黒

色土 Iが堆積 し、Ⅱ・Ⅲ層は明らかに人為的に埋め戻 した土砂と判断できる。

遺物の種類・出土状態 大部分は土師器の甕形・芥形土器の破片であつて、自然石も多く出土 し

た。総数56個 である。内訳は土師器37個、須恵器1個 、自然石18個である。自然石の割合が32%の

比率を占めて多い。土器破片38個 の表裏関係を調べると、表20個 (53%)、 裏13個 (34%)、 立ち 5個

(13%)の害」合になる。

この状態を ドット・マップ上から観察すると、北壁中央(A― Bセ クションの西側)に接 して自然

石の集中がみられる他は、全体にまばらに散在 し、平面分布上からの特別な傾向が指摘 しえな

い。また、垂直分布図をみても同様なあ りかたを示 し、ただ自然石塊のグループだけは一括廃棄

と考えられる。

接 合資 料 土師器に 3例抽出できた。

接合資料 1〈外形土器〉39▽ 2・ 41レ 6・ .40▽ 4

接合資料 2〈  同 〉10▽ H・ Kl(カ マド内)

接合資料 3〈  同 〉56(柱 穴内)・ K3(カ マド内)

時  期 住居址の廃絶は 9世紀第 3～ 4四半期のころと思われる。
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第 二号 住 居 址 (第六・七図、図版第六 七)

遺 存状態 良好である。

規模・形態 W― X間約45m、 Y一 Z間約4.2m、 W一 Y間約3.8m、 X― Z間 も同様で、不整

長方形を呈する。面積は約154fである。周壁はほとんど垂直に掘 り下げている。深さは30～ 35ctll

を測る。

床  面 周壁に近い部分 (外区)は硬度 2、 それより内偵」(内 区)が硬度 3に相当し、中央付近

は凹凸が多い。周壁に沿って幅約10cm、 深さ 7 cm前後の溝が存在する。

柱   穴 各コーナーとW一 Y間の中央、X― Z間の中央にあ り、合計 6本 となる。各柱穴

の直径は、P3の 20cmを除きすべて40cmで ある。深さはP6の 74cm、 P3の 80cm以外は90～ 100cmで あ

る。

カ マ ド 北壁中央より僅かに西に片寄っている。灰白色砂質粘上で両袖を構築 している点

は、他の住居址のカマ ドと変 りない。奥壁～焚 日間の全長約120cm、 焚 口幅約40cm、 燃焼部幅約

45cmを測る。天丼部は崩落 し内部に赤褐色土・砂質粘上が存在する。

埋 没 ± 2層に区別できる。土層の断面を観察すると、まず東南の壁外から黄褐色土砂が

中央付近まで投棄された後、その上部に黒色土で埋め戻 しを行っている。人為埋没土砂である。

遺物の種類・出土状態 土師器甕形土器、外形土器、須恵器では甕形土器、芥形土器、壷形土

器、盤形土器、蓋形土器などの破片に加え、自然石も出土 し、合計141個 になる。

その内訳は、土師器88個、須恵器22個、自然石31個 である。土師器と須恵器の表裏関係は、表

70個 (64%)、 裏38個 (34%)、 立ち 2個 (2%)の 割合を示す。自然石の31個は遺物全体の約22%に相当

し、一竪穴出土の自然石としては多い方であろう。須恵器破片の出土数は土器全体に対 し約16%

に相当する。

遺物は、中央より東側とYコ ーナー寄 りの空間に自然石が多 く散在 し、西側のWコ ーナーにか

けて土器の出土量が日立つ。A― B断面の ドットをみると、上器破片および自然石は、いずれも

床面から中間付近に多く散在 してお り、確認面にはほとんど発見されていない。接合資料は、当

然のことながら西壁寄 りの ドットに抽出でき、多くの上器破片はWコ ーナー付近から廃棄された

ものと思われる。

接 合資 料 下記の 6例 (上師器3例、須恵器3例 )が検出できた。

接合資料 1〈土師器甕形土器〉115△ 3・ 16△ 0・ ■0△ 1

接合資料 2〈   同   〉81△29・ 78△ 2

接合資料 3〈土師器界形土器〉93△ 1・ 92△ 0

接合資料 4〈須恵器甕形土器〉88▽26・ 90△ 18・ 97△ 17

接合資料 5〈須恵器芥形土器〉52△ 13・ 131△ 11
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第六章 竪穴住居址群の調査

lω

第 六 図 第二号住居址実測図

接合資料 6〈   同   〉5△ 22・ 8△ 12

時  期 国分式期の住居址で、 9世紀第 2～ 3 四半期のころであろ う。
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接合資料1
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B

接合資料6

第 七 図 第二号住居址出土土器実測図

第二号 住 居 址 (第八・九図、図版第八)

遺存 状態 比較的良好である。

規模・形態 W― X間約3.2m、 Y一 Z間は30clllほ ど長 く約3.5m、 南】ヒの両壁間は約3.3mを測

り、不整方形を呈 し、面積は約 12 trで ある。周壁面はほぼ垂直に掘 り下げ、深さは西壁(W一 Y)

が40cm、 東壁(X― Z)に移行するにしたがい50clllと 若千深 くなる。

床  面 平坦ではあるが全体に凹凸が認められ、硬度は 3に相当する。貼床と周溝は認め

られない。

柱  穴 ピットは 6本存在する。この うちPlと P2は コ~ナ ーより僅かに離れたローム面
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第 八 図 第二号住居址実測図
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接合資料8

接合資料9 接合資料6

第 九 図 第二号住居l■出土土器実測図
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第六章 竪穴住居址群の調査

に、P3と P4は コ~ナ ーに接 して外側に発見され、直径は30～ 45cm、 深さ30cm前後である。この 4

本のピット|ま主柱穴と考えられる。これに反 し東西両壁の中間にあるP5と P6は、楕円形を呈し、

いずれも斜め (45° 前後)に掘 り込み、深さは60cmを測る。このピットも柱穴と考えられるので、そ

の場合の上屋構造は他の住居と著 しく相違 したものになるだろう。

カ マ ド 北壁の中央に構築し、両袖部の遺存状態は良好である。奥壁～焚口間の全長は150

cm、 焚口幅約40cml、 燃焼部幅45cmあ り、左右の袖部は灰白色砂質粘土を使用 している。

埋 没 土 床面から確認面までの上層断面は、微量のローム粒子を混入 した黒色上で、細別

区分線を引 くことができなかった。おそらく同ユ性状の土砂を投棄し埋め戻 したのであろう。住

居址の周囲からこれだけ多量の土砂は容易に竪穴内に流入しない。

遺物の種類・出土状態 土師器では甕形土器、外形土器、高台付芥形土器の種類があ り、須恵器

もほば同様な破片が存在する。遺物の総数は185個 、内訳は土師器破片160個 、須恵器破片15個、

自然石10個である。上器破片の表裏関係は、表108個 (61%)、 裏59個 (34%)、 立ち 8個 (5%)の割合

になる。

住居址内の遺物は、 ドット・マップ上から観察すると、平均的に全空間に散在 し、その垂直分

布のあ りかたも、ほぼ平面分布に似通った状態である。接合資料は後述するH例が発見されてい

て、この中の 6例 までが接合間隔に違いはあるけれども、おおむねW― Z(北東―東南)の方向に

並列する。廃棄の方向性と関係する好事例である。

接 合資料 すべて土師器で甕形土器に 5例、芥形土器に 3例、高台付外形土器に 3例 のH例

が発見できた。そのあ りかたは接合関係図に示すような状態である。

時  期 国分式期の住居址に属 し、年代は第二号住居址とほば同様に考えられる。

第 四号 住 居址 (第一〇 。一―・一二図、図版第八)

遺存状態 全体に良好である。

規模・形態 W― X間約2,9m、 Y― Z間 もほば同様の長さである。W一 Y・ X― Z間は32m

を測 り、長方形を呈する。面積は約9,2ギ である。壁高は40cm前後で、ほば垂直に掘 り下げてい

る。

床  面 全体に硬度 3に相当し、多少凹凸が認められる。周壁に沿って幅10cm、 深さ 5～

8 clllの 溝がめぐる。Wコ ーナーに直径約75cm、 深さ57cmの 円形の穴が存在する。またXコ ーナー

にも直径40cm、 深さ18cmの 穴が認められる。多分貯蔵用の施設であろう。

柱  穴 床面上には柱穴らしきピットは存在 しない。壁外のローム面を精査 した結果、 4

本のビット(P3の 位置がずれている)が発見できた。深さ30cm前後なので本住居址に付随 した柱穴で

あろうと考えられる。

カ マ ド 北壁の中央 より僅かに東に片寄って構築されている。奥壁～焚 口間は125cm、 焚 口
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第六章 竪穴住居址群の調査

Bl

第一一図 第四号住居址出土土器実測図(1)
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第一二図 第四号住居址出土土器実測図(2)
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第六章 竪穴住居址群の調査

幅約35cm、 燃焼部幅45cmで、両袖部の残存状態は良好であ り、灰白色の砂質粘土をもって築いて

いる。内部の土層は、焼土を含む赤褐色土の上に、天丼部の落下、崩落 した砂質粘上が堆積す

る。

埋 没 土 第二号住居址の埋没土に類似 した性状の黒色上である。

遺物の種類・出土状態 大部分は土師器の甕形土器、外形土器の破片であ り、須恵器の外形土

器、甕形土器の破片15個が出土した。遺物総数143個 の内訳は、土師器■9イ固、須恵器15個、自然

石 9個である。土器破片131個 の表裏関係は、表75個 (57%)、 裏40個 (31%)、 立ち15個 (12%)の割合

を示 している。

ドット・マップに記録 した遺物の散在状態は、どちらかというと北壁に移行するにしたがい、

その数が増加する。接合資料の接合方向や出土 レベルなどから、北壁～東壁方向からの遺物廃棄

が考えられる。接合資料は、土師器 7例、須恵器 1例の合計 8例が抽出できた。

接合資料 1〈土師器甕形土器〉126△ 0・ 108△ 13・ 99▽35

接合資料 2く   同

接合資料 3〈   同

接合資料 4〈   同

接合資料 5〈   同

接合資料 6く   同

〉63△ 8・ 74△ 10。 75▽ 12・ 78△ 8

〉80△ 9'16△ 6

〉35∠X30 ・ 33∠送8

〉54レ 8・ 37▽ 6

〉19▽ 0,66△ 19

接合資料 7〈土師器不形土器〉129▽ 34,128▽ 40,120▽ 22・ H△ 10。 17△ 1

接合資料 8〈須恵器甕形土器〉77▽ 10・ 57△ 4

時  期 国分式期の住居址であって、 9世紀第 3～ 4四半期と考えられる。

第五 号 住 居 址 (第一三 1-四図、図版第九)

遺存状 態 比較的良好な状態で残っている。

規模・形態 北壁 と南壁は約3.2m、 西壁 と東壁もほば同じ長さの2.7mを測 り、長方形を呈す

る住居址である。壁高は35～40cmを有 し、若千斜めに掘 り下げて構築 している。

床  面 ほとんど平坦であって、壁の近 くの外区は硬度 2、 それより内部の空間は硬度 3

に比定できる。周溝は全然検出されない。

柱   穴 第四号住居址の場合と同様に、各コーナー近 くの壁外に 4本発見された。P3の位

置が僅かに片寄っているけれども、本址に付随 した主柱穴であろう。各柱穴の直径は30cm前後、

深さは25cm程度である。

カ マ ド 北壁の中央 より東側に構築され、両袖部は砂質粘土を用いている。全長 140cm、 焚

口幅35cm、 煙道は壁外にあって、燃焼部付近の天丼部が残存 していた。

埋 没 土 土砂は 2層に区分できる。床面上に黒褐色土、その上部に黒色上が堆積する。
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第一三図 第二号住居址実測図

接合資料 2

第一四図 第五号住居址出土土器実測図
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第六章 竪穴住居址群の調査

遺物の種類・出土状態 廃絶時の遺物は、カマ ド内に須恵器の杯形土器、高台付盤形土器、壷形

土器などの破片 9個、右袖部の外側床面上に土師器と須恵器の外形土器、高台付盤形土器の破片

が 3個出土 し、このうちの 2個は相互に接合する。接合資料は 2例存在する。

時  期 8世紀の第 3～ 4四半期を中心としたころであろう。

第 六号 住 居址 (第一五 一六図、図版第一〇)

遺 存状 態 比較的良好な住居址である。

規模・形態 各壁の辺長が2.9～3.Omの ほば方形を呈する。面積は約 9 trである。壁高は地点

によつて若千相違するが35～ 40cmを測る。壁面はほとんど垂直に近 く掘 り下げている。

床  面 全体に平坦であって硬度は 3に比定できる。Plの 付近から東壁のカマ ド左袖にか

けては、なぜか周溝が認められない。周溝は幅10～ 15cm、 深さは10clll程 度である。Xコ ーナーに

直径約30cm、 深さ20cmの浅いピットが存在する。

柱  穴 床面上に柱穴らしいピットはな く、壁外に接 してPl～P4が存在 し、深さ30cmを測

るので、本址に属する主柱穴と見倣される。

カ マ ド 東壁のほば中央に存在 し、両袖は砂質粘土と凝灰岩を使って構築 している。奥壁

～焚口間の長さは約1.lm、 焚口幅約30cm、 燃焼部幅40clllで ある。

埋 没 土 北西壁寄 りにローム粒子の多い黄褐色上、中央部に黒褐色上、その上部に黒色土

が堆積する。周囲から流入した土砂の埋没状態と明らかに相違するセクションである。

遺物の種類・出土状態 土師器が大部分で甕形土器、不形土器、高台付外形土器の破片96個、須

恵器杯形土器の破片 2個 と自然石14御 である。土器破片の表裏関係は、表44個 (45%)、 裏39個

(40%)、 立ち16個 (16%)に なる。

ドット・マップの平面分布は、北壁側約80cmの 範囲に遺物が散在せず、それより南壁方向にま

とまって出上 している。特に多く認められるのは中央付近の空間である。垂直分布はA― Bセ ク

ションからも窺われるように、南東壁方向より床面に ドット群が傾斜 し、この方向から遺物がま

とめて投棄された状態を示 している。接合資料は 3例抽出できたが、本址の場合、接合方向が廃

棄の方向と直接結びつかないように思われる。これは投棄実験例からも同じことがいえる。

接 合資料 土師器に 3例発見された。

接合資料 1〈  甕形土器  〉24△ 4・ 21▽ 10

接合資料 2く  杯形土器  〉6▽ 8・ 48△37

接合資料 3〈高台付不形土器〉11▽ 12・ 20△ 30

時  期 歴史時代の国分式に該当する土器で、年代は 9世紀第 1～ 2四半期と考えられる。
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第 七号 住 居址 (第一九 二〇図、図版第一―)

遺存状 態 全体に良好である。

規模・形状 主軸方向をほば南北にとる住居址で、W一 X・ Y一 Zの南北両壁間の長さ3.5m、

W一 Yの西壁3.6m、 X― Zの東壁は若干短 くなって3.4mを 測る。ほば方形に近いけれども、カ

マ ドを壁外に構築 しているために、長方形の感 じを受ける。面積約12ギ 、壁高は50～ 60伽を有す

る。

床  面 ほば平坦であ り硬度 3に比定できる。周壁に沿って幅約10cm、 深さ 7 cm前後の溝

がめぐっている。全面に貼床が施され、厚いところで約30釦に達する。

柱  穴 床面上には存在 しないので、壁外のローム面を精査中、西側に 3本、東狽1に 3本

の直径約35cm、 深さ約45cmの ピットが発見できた。若千不規則ではあるが、ほば対称的な位置に

あ り、本址に付随 した柱穴とみられる。

カ マ ド 北壁のほば中央に位置 し、壁外に張出 して構築 されている。奥壁～焚 日間約

1.5m、 両袖部はロームの壁内側に砂質粘土を用いてお り、床面上に構築する袖部 より幅が若千

せまくなる。底面は、僅かに掘 りくばめ、焼上、両袖部と天丼部の砂質粘土が崩落 して堆積 し、

また焚日から木面上にまで流出していた。

埋 没 土 東西のA― B断面は、黒色土Ⅲ、褐色土Ⅱ、黒色土 Iの 順序で堆積するが、南北

C― D断面では、この褐色土 Iが中央に約1.5mの長さで介在 し、竪穴全面にまで堆積 していな

い。 ロームを主体とした土砂であ り、住居址内に廃棄 したものである。

遺物の種類・出土状態 土師器では甕形土器、不形土器、須恵器では甕形土器、不形土器と紡錘

車、自然石などが合計180個 出上 している。内訳は、土師器破片164個 、須恵器破片 5個、紡錘車

破片 2個、鉄器 1個、自然石 8個 である。土器破片 164イ固の表裏関係は、表 67イ固(41%)、 裏76個

(46%)、 立ち21個 (13%)の割合となる。

遺物の散在状況は、中央からWコ ーナー寄 りの空間に少なく、その他はほぼ平均的にみられる

が、部分的に集中しているところもある。A― Bセ クションを中心に幅 lmの範囲内に存在する

遺物を断面図に投影 してみると、ほとんどの遺物は、床面上から確認面までの間に散在するけれ

ども、廃棄に関する特別な傾向は指摘できない。

接合資料は、全体的に南壁中央からZコ ーナー寄 りに多 く、資料 2は約3.7mの 間隔でカマ ド

内の遺物と接合する。資料 7・ 8も カマ ド内の遺物との接合である。資料 6の東西方向の 1例を

除くと、接合間隔に長短はあるがほぼ南北に接合する事例が多い。おそらく廃棄の方向と関係が

あるように思われる。

接 合資 料 土師器に 6例、須恵器に 2例、紡錘車 1例 の合計 9例が確認できた。

接合資料 1〈  土師器甕形土器  〉73▽ 13・ 70▽ 9
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第六章 竪穴住居址群の調査

接合資料 2〈     同    〉162勝 0・ カマ ド内・45△ 4

接合資料 3〈     同    〉78△38,48△41

接合資料 4〈    同    〉121△29,124△ 43

接合資料 5〈  土師器不形土器  〉161▽ 30・ 158▽ 12

接合資料 6〈土師器高台付杯形土器〉25▽ 16・ 72▽ 14

接合資料 7〈  須恵器甕形土器  〉5▽ 4・ カマ ド内

接合資料 8〈  須恵器不形土器  〉174△ 0・ カマ ド内

接合資料 9〈    紡錘車   〉46・ 47

時  期 第六号住居l■の年代より若千新 しくなるであろう。
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第一七図 第七号住居址実測図
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第一八図 第七号住居址接合関係図
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第六章 竪穴住居址群の調査

第 八 号住 居 址 (第ニー・三二 二三図、図版第一二 一三)

遺 存状態 良好な状態で残存 している。

規模・形態 東西壁間は5.1～ 5.2m、 南北壁間は5.0～ 5。 lmの 規模を有 し、ほば方形に近い形

状である。壁の掘 り下げはほば垂直で45～ 50cmの 深さを測る。面積約26 tr。

床  面 ほとんど平坦であって、硬度は 3に相当する。貼床は、東西両壁の中央付近にだ

け認められ、厚さは15clll程 度である。周溝は存在 しない。

柱  穴 各コーナーの対角線上に位置 し、壁面より約1.5～ 1.7m内側の床面に存在する。

4本 のピットは、位置関係から主柱穴 と考えてよい。各柱穴の深さは、P173clll、 P279cln、 P3

72cm、 P460cmを 測る。

カ マ ド 北壁の中央から僅かに東に片寄った位置にある。つくりは堅固で右袖部の焚 口付

近と天丼部が崩落 しているだけである。奥壁～焚口間約160cm、 左袖部幅約60cm、 右袖部も同様

であったと思われる。焚口幅約30cm、 燃焼部約40cmである。底面は若千掘 りくばめ、燃焼部から

奥壁に向って緩 くカーブしながら立ち上がる。

埋 没 土 床面上にロームの廃棄土Ⅲがあ り、その上にローム粒子を多量に混入 した黒褐色

土Ⅱ、黒色土 Iが堆積する。竪穴を埋め戻す際に投棄 した土砂であることはいうまでもない。

遺物の種類・出土状態 土師器の器種は、甕形土器がすべてである。須恵器の器種は、甕形土

器、壷形土器、不形土器、高台付盤形土器、蓋形土器などで破片が主体となる。出土遺物の内訳

は、土師器破片96個、須恵器破片34個、自然石46個 (26%)で ある。土師器は甕形土器破片、須恵

器は必形土器破片が多い。出土土器130個 に対する表裏関係の比率を調べると、表75個 (58%)、 裏

50個 (38%)、 立ち 5個 (4%)になる。この比率は住居址出土土器の一般的なあ りかたとして理解で

きるものである。

遺物は、平面分布図を観察すると、カマ ド右袖部～P2～P4方向へかけての中央付近に比較的多

く散在 し、その他の空間はまばらである。周壁の近 くにはほとんどみられない。 レベル的には、

床直の破片は 9%程度で、大部分の上器破片や自然石は I・ Ⅱ層中に散在 し、後述する接合資料

3、 4か らも窺われるように上下の遺物が相互に接合する。

接合資料は、カマ ド前面からYコ ーナー方向に存在 し、接合線の方向もカマ ドを指向する例が

多い。遺物の廃棄は、北壁側より行われたと考えて大過ないであろう。

接合資料 土師器に 6例、須恵器に 3例の合計 9例が抽出された。

接合資料 1〈土師器甕形土器〉176△ 10・ カマ ド内

接合資料 2く

接合資料 3く

接合資料 4〈

同   〉6▽ 0・ 7▽ 0・ カマド内

同   〉144▽ 22・ 140△ 7・ 107▽ 6・ 75△34 106△ 7

同   〉143△ 2・ 154△ 26
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接合資料 5〈   同   〉28△ 32・ 166△22

接合資料 6く   同   〉99▽ 4・ カマド内

接合資料 7〈須恵器甕形土器〉78△ 35。 80△38

接合資料 8〈須恵器壷形土器〉20△ 9・ 69▽ 18

接合資料 9〈須恵器外形土器〉12△25・ 159△ 13・ 15△ 18

時  期 第五号住居址と同じく、 8世紀第 3～ 4四半期のころと思われる。

lω

Q                 ?m

第二一図 第八号住居址実測図
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うと思われ る。
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第二二図 第八号住居址出土土器実測図

接合資料9
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第 九号 住 居 址 (第二四 。二五図、図版第一四)

遺 存状態 カマ ドの残 りが悪いけれども、その他はほぼ良好である。

規模・形態 東側のW― X壁間約3.lm、 南側のY― Z壁間約3.Om、 東西のW一 Y,X― Z両

壁間約3.3mを測る。プランは、全体として長方形を呈するが、かな り隅丸の不整な住居址であ

る。周壁は斜めに掘 り下げてあ り、確認 ローム面より約10clllの 深さを有する。

床  面 平坦であって硬度は 2に相当し、全体に軟らかい。貼床と周溝は認められない。

柱  穴 竪穴内部の床面には検出できず、壁外のローム面を精査 したところ、W・ Y・ Z

のコーナー近 くと南壁中央から僅かに東に寄った地点に、 4本のビットが確認できた。やや不規

則な配置であるが主柱穴と考えられる。深さは27～32cmである。またカマ ドの焚口近 くに直径35

clll、 深さ約50clllの 円形 ピットが存在する。

カ マ ド 構築位置は、一般の住居と相違 して東壁中央に存在する。全体に残存状態は悪い。

特に両袖部の灰白色粘土はほとんど流失 し残っていない。奥壁～焚 口間は約80cm、 両袖間約100

clll、 焚口幅約30clllである。

遺物は、カマ ドの前面と中央の近 くに僅かに12個散在 し、 1個 の須恵器小破片を除き、すべて

土師器の破片である。接合資料 も存在 しない。器種は甕形土器、コツキ形土器、外形土器である。

時  期 9世紀第 3～ 4四半期のころであろう。
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第二四図 第九号住居址実測図
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第六章 竪穴住居址群の調査

1 0cm

第二五図 第九号住居址出土土器実測図
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第一〇号住居址 (第二六・二七図、図版第一四)

遺存状 態 ほぼ良好な状態で残存 している。

規模・形態 隅丸の不整形な住居址である。北壁のW― X間が長 く約37m、 南壁のY― Z間は

短 く約3.4m、 南北のW一 Yと X― Z間はいずれも約3.3mで ある。中央部の計測値は、南北3.4

m、 東西3.7mを測 り、一応長方形の竪穴と考えられる。面積は約124rに なる。周壁は斜めに掘

り下げ、深さは35～ 40ctll、 壁面には崩落 した痕跡が認められない。

床  面 ほぼ平坦に固められてあ り、硬度は特に柔らかい部分がな く、全体に 3程度と思

われる。貼床は、カマ ドの前面を除き、ほとんどすべての床面に認められる。厚さは一定せず厚

いところで30clll、 薄いところで10cm前後を測る。

柱  穴 床面上には全然検出されず、壁外に接 して 3本、僅かに離れて 3本が確認された。

平面上から観察すると、Plと P2は不規則な位置にあ り、P3と P4は規則的な配置である。おそらく

この 4本が主柱穴の役割 りを担い、P5は補助的なものであろう。またP6と Plにかわる役 目を果た

していたかも知れない。いずれも本址に関係するビツトと考えてよいだろう。

埋 没 土 ローム粒子の混入の少ない黒色土 Iと ロームを多量に含んだ暗褐色土Ⅱに区別で

きる。区分線の識別は容易である。人為埋没による土砂と考えられる。

カ マ ド 北壁中央からXコ ーナー寄 りに位置する。奥壁～焚口間は約100cmを有 し、両袖部

の内側と天丼部は崩落 している。右袖部と焚口上部に凝灰岩を利用 した構築である。燃焼部の中

央に直径10cmの 支柱が残っていた。構築法に工夫が認められるカマ ドの一例であろう。

遺物の種類・出土状態 土師器の甕形土器と杯形土器の破片が大部分で、須恵器は僅かに甕形土

器の破片 1個、布 目瓦、紡錘車などの他に自然石がある。総数は116個 であ り、その内訳をみる

と土師器破片HOイ固、、須恵器破片 1個、布 目瓦 1個、紡錘車 1個、自然石 3個 となる。

土器破片の表裏関係は、表75個 (67%)、 裏31個 (28%)、 立ち 5個 (5%)の 割合で、裏の状態で出土

した破片が少なすぎる。

平面分布は、カマ ド上面から前面に多く、南壁に移行するに従い少なくなる。中央付近から西

壁よりの空間には数片が散在する程度である。垂直分布を観察すると、カマ ド右袖 (P2付近)方 向

からの ドット群の流れが看取できる。

接合資料は、南北方向を指すものが 4例、東西を指向するものが 3例で、これらはレベル的に

みても廃棄の方向と関係するらしい。おそらく北側のP2の 周辺から投棄されたものと思われる。

接合資 料 土師器の甕形土器と外形土器であって 7例の資料が抽出できた。

接合資料 1〈甕形土器〉6△ 0,84▽ 20・ 85△30

接合資料 2〈  同  〉64▽ 25・ 68△30

接合資料 3〈  同  〉55▽ 13・ 60△H

-38-



第六章 竪穴住居址群の調査

―

メ

W

庄

-39-

第二六図 第一〇号住居址実測図
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第六章 竪穴住居址群の調査

接合資料 4〈  同 〉89△ 0 102△ 32

接合資料 5く  同  〉110△ 12 ■1△ 13

接合資料 6〈  同 〉30△ 0・ 31△ 0・ 96△ 14

接合資料 7〈外形土器〉112▽ 10・ 116△ 14

時  期 第九号住居址 とほば同様の年代が考えられる。

第一一号住居址 (第二八 二九図)

遺存状 態 良好である。

規模・形態 W― X壁間約3.7m、 Y― Z壁間約3.6m、 西壁のW一 Y間約3.8m、 東壁のX― Z

間は 4mに近い。やや長方形に近いプランの整った竪穴である。面積は約144rに なる。周壁は斜

めに掘 り下げてあ り、深さ35～ 40cmを 測る。

床  面 おおむね平坦である。床面の下は全面的に貼床が施され、厚さは10clll前後を普通

とするが、部分的に20cmを越えるところも認められる。貼床の硬度は 3に比定できる。

柱   穴 本址も床面上に柱穴と思われるピツトが存在 しない。壁外のローム面を調査 した

結果、東側に 3本、西側に 4本 のピットを検出した。いずれも直径は30～ 35cm、 深さ40cm程度で

ある。対角線上に位置するPl・ P2・ P4'P5の 4本が主柱穴的役割を果たすものであろうか。

カ マ ド 北壁中央に構築され、奥壁～焚日間150cm、 両袖部の灰白色粘土は若千崩れている

が、幅30cm程度残存する。天丼部は崩落 しているものの良好なつ くりのカマ ドであったと思 う。

埋 没 土 黒色土や暗褐色上が 3層に堆積する。ⅡとⅢ層は南壁方向から北側に床面の約 2/3

を覆っている。この上砂は、おそらく南側から棄てられたものであろう。

遺物の種類 。出土状態 出土遺物は土師器に甕形土器 と高台付芥形土器、須恵器に甕形土器、外

形土器、高台付外形土器、蓋形土器の破片がみられ、他に紡錘車と自然石がある。

遺物の数量は、土師器破片24個 、須恵器破片H個、紡錘車 1個、自然石 2個、カマ ド内から 5

個の破片が出土 し、合わせて43個 である。 ドットで記録 した土器破片35個の表裏関係は、表21個

(60%)、 裏14個 (40%)と い う割合になる。

竪穴の面積 (約 14Υ )に比べると極めて僅かの遺物が散在 し、 14fあた り2.5イ固である。床直出

土の遺物は稀で大部分床上20～ 30cmの 間に存在 している。竪穴廃絶時のものでなく、埋め戻す際

に土砂と一緒に棄てたものと考えられる。

接 合資 料 土師器 と須恵器に各 1例存在する。

接合資料 1〈土師器高台付芥形土器〉6△ 0・ カマ ド

接合資料 2〈須恵器甕形土器〉14▽ 6・ 30▽ 10

時  期 接合資料 1、 K3、 19な どのロクロ使用の土師器高台付界形土器には、内面黒色処

理が施されてお り、おそらく9世紀第 2四半期ころに該当する土器であろう。
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第六章 竪穴住居址群の調査
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第一二号住居址 (第二〇・三―・三二図、図版第一五)

遺 存状 態 カマ ドの残存状態が悪 く、プランも不明瞭であった。

規模・形態 Wコ ーナー付近の壁が一部崩れているが、W― X・ Y― Z壁間は約3.3m、 W一 Y

壁間約2.5m、 X― Z壁間は僅かに長 く約2.6mを測 り、不整長方形を呈する。面積は約8.5 nfで

ある。壁は斜めに掘 り下げ、深さ約17cmを 有する。この数字は、プランが不明瞭なためにローム

面を若千肖J平 しているので、実際は20cm程度であったと思われる。

床  面 平坦ではあるが全体に軟 らか く、硬度は 2に相当する。中央付近から東、西、南

壁の近 くまで一面に貼床が施されている。厚さは深い部分で15cmに達する。 Xコ ーナーには、

100× 70cnl、 深さ約40cmの不整円形のピットが存在するが、これは貯蔵穴用に掘られたものであ

ろう。

柱   穴 床面上に柱穴と思われるピツトがなく、壁外の各コーナー付近に 4本発見された。

各ピットは直径約25cm、 深さ30～ 40cmである。本址に付随 した柱穴と考えられよう。

カ マ ド 構築位置は北壁中央である。残存状態は悪 く、両袖部の砂質粘土は、かな り崩落

し僅かに15cmの 幅を残すだけである。奥壁～焚 口間は約80cmを有する。

埋 没 土 黒色土 Iと 黒色土Ⅱに区別できる。

遺物の種類・出土状態 須恵器甕形土器の破片 (4個 )以外は、すべて土師器の甕形土器である。

遺物総数H8個のうち土師器破片106個 、須恵器破片 4個、自然石 8個に分けられる。上器の表裏

関係は、表57個 (52%)、 裏41個 (37%)、 立ち12個 (11%)と いう割合になる。

ドット・マップを観察すると、Xコ ーナーの貯蔵穴上面、カマ ドの前面から南壁にかけての空

間に多く散在 し、それ以外はまばらになる。Yと Zの コーナー付近には全 く存在 しない。この状

態をA― Bセ クションに投影 してみると、大部分の ドットは床面上に散在する。ちなみに床直出

土の遺物を計算すると61%に なる。接合資料も床直のものが圧倒的に多数を占める。 6例 の資料

は、カマ ド前面、Wと Yコ ーナー付近に集中し、東西間に接合する破片が多い。

接合資 料 すべて土師器の甕形土器であって他の器種は抽出されていない。胴部破片の接合

事例が多 く、 6例の資料が検出された。

接合資料 1く甕形土器〉21△ 0・ 41▽ 0・ カマ ド内

接合資料 2〈  同 〉24△ 0・ 105▽ 0・ カマ ド内・23▽ 0。 16▽ 16・ 106△ 0

接合資料 3〈  同 〉カマ ド内・47△ 5,50△ 3・ 51△ 3

接合資料 4く  同  〉102勝 0・ 29△ 0・ 101▽ 0 36▽ 0・ 37△ 0・ 54△ 3・ 114△ 0

接合資料 5〈  同 〉98△ 0・ 27▽ 0・ 53△ 4・ H2▽ 0・ 108▽ 0・ 20▽ 0・ 55▽ 3・ 26△

6・ 58△ 19

接合資料 6〈  同 〉89△ 0・ 88▽ 0・ 92▽ 0 90▽ 0・ 86▽ 0・ カマ ド内
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第六章 竪穴住居址群の調査

第二〇図 第一二号住居址実測図
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第六章 竪穴住居址群の調査
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第二二図 第一二号住居址出土土器実測図 (2)
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時  期 第一一号住居址より若千新 しく、 9世紀第 3～ 4四半期と思われる。

第 一 三 号 住 居 址 (第 二 三  三 四 図 、 図 版 第 一 五 )

遺存状 態 ほば良好である。

規模・形態 北壁(W― X)と 南壁(Y― Z)間 は約3.4m、 西壁(W一 Y)と 東壁(X― Z)間 は幾分短

く約3.3mを測 り、不整形なプランであるが方形 といってよい。面積は約H trである。周壁は、

ほとんど垂直に近 く掘 り下げ、深さ約25～ 30clnを 有する。 ローム面が南北に傾斜 しているため

に、南壁の深さが若干浅 くなる。

床  面 おおむね平坦であって、硬度は全体に 3に比定できる。厚さ 5～ 20cmの貼床が前

面に認められる。周壁の直下には溝が存在 しない。

柱   穴 ピツ トは床面上に発見されないで、東壁 と西壁に接 して 5本検出し、各 ピツ トは

深さ約40clllである。他に柱穴と考えられるピツトが確認できないので、Pl～ P4を 本址に伴 う柱穴

と見倣 してもよいだろう。

カ マ ド 北壁の中央より東側に片寄っている。天丼部は崩落 しているが、灰白色砂質粘土

を使用 して構築 した両袖部は、比較的良好な状態で残っている。奥壁～焚口間は約120calを 測る。

埋 没 土 ロームの廃棄土Ⅲ、黒褐色土 I、 黒色土 Iの順で堆積 し、層序の区分は明瞭であ

る。

遺物の種類・出土状態 確認できる器種は、土師器甕形土器、外形土器、須恵器甕形土器、芥形

土器、蓋形土器などである。内訳は、土師器破片60個、須恵器破片 5個、布目瓦破片 1個、自然

石 4個の合計105個 となる。土器破片の表裏関係は、表60個 (60%)、 裏34個 (34%)、 立ち 6個 (6%)

の比率を示す。

遺物の平面分布は、西壁に沿った床面上に皆無で、中央付近からカマ ド・Xコ ーナーにかけて

の空間にまとまって散在する。大部分の遺物は、床直または中間付近に認められ、確認面近 くに

存在するものは少ない。 C― Dセ クションに投影 した ドットの散在状態から容易に理解できよ

う。

接合資料の抽出例も多く、資料 1と 4を除いて大部分カマ ドまたはその近 くから、南北方向に

接合する資料が日立つ。この接合線の走行状態は、カマ ド付近から住居址に遺物を投棄 した好例

である。

接合 資料 土師器甕形土器 8例、同界形土器 4例、須恵器甕形土器 1例 の合わせて13例 が抽

出できた。その状態は接合関係図に示 したようになる。

時  期 9世紀の終末から10世紀にかけての年代が考えられる。
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第六章 竪穴住居址群の調査

第 一 四 号 住 居 址 (第 二 五  三 六  三 七 図 、 図 版 第 一 六 )

遺存状態 良好な住居址である。

規模・形態 主軸方向は第一三号住居IIと ほぼ同様である。大きさは、北壁(W一 X)が 4.2m、

南壁(Y― Z)が僅かに短 く4.lm、 西壁(W一 Y)が 4.lm、 東壁(X― Z)も 同じ長さで、ほば方形ブ

ランの住居址である。面積は約17112に なる。周壁は若干斜めに掘 り下げ、確認面から30～ 40clnの

深さを測る。壁面は崩落していない。

床  面 平坦であ り硬度 3の硬さを有する。周濤および貼床の痕跡は認められない。W

コーナーの近 くに直径約90cm、 深さ28cmの 円形 ピットが掘られているが、これは本址に付随 した

貯蔵穴であろ うと考えられる。 これに反 し床面中央に存在する円形 ピット(直径約1 00clll、 深さ

53ctll)は 、 C― Dセ クションからも窺われるように、上面が床面同様に踏み固められてお り本址

構築以前の上羨であることは間違いないが、内部から決め手になる遺物は出土 しなかった。

柱  穴 床面上に柱穴と思われるピットが発見できず、壁外のローム面を精査 して幸 うじ

て 5本のピットを確認 した。西壁に接 して 3本、東壁に接 して 2本掘られているが、直径はいず

れも20cm程度で深さが30～40cmで ある。本l■ に付随するピットはこの 5本だけで他に存在 しな

ヽヽ。

カ マ ド 北壁の中央に付設され、天丼部は崩落 しているけれども、良好な残存状態を保っ

ていた。左右の両袖部に灰白色の砂質粘土を芯 として構築 している。袖部の幅は約40cm、 奥壁～

焚口FHE約 150cm、 燃焼部幅45clllを有する。内部には焼土、赤褐色土、砂質粘土などが充満 し、若

子の上器破片も出上 している。

埋 没 ± 2層に区別できて、ローム粒子を多 く含んだ黒褐色土Ⅱ、黒色土 Iの順で堆積 し、

層序区分線からは自然流入の上砂という説明が困難である。

遺物の種類・出土状態 土師器では甕形土器、不形土器、須恵器では甕形土器、外形土器、高台

付芥形土器、蓋形土器、長頸壷形土器などの器種で破片が多い。遺物の数量は、土師器破片

93個 、須恵器破片18個、布 目瓦破片 3個、鉄滓 1個、自然石 3個である。土器破片108イ固の表裏

関係は、表53個 (49%)、 裏34個 (32%)、 立ち21個 (19%)と いう比率になる。

ドットで記録 した平面分布の状態は、W― Zコ ーナーを結が線の両側に散在 しているが、特に

Zコ ーナー寄 りに長さ1.5m、 幅30～ 40cmの範囲に密集する。この状態を断面図に投影 してみる

と、E― Fセ クションに示すようなあ りかたとなる。これは土器破片を壁外から投棄 した状態を

物語る好例である。接合資料もすべてW一 Z方向で接合できる。

接合資料 土師器にH例 (1～ 11)、 須恵器に 2例 (12・ 13)の合わせて13例が抽出された。

接合資料 1〈 甕形土器 〉17△ 17・ 16△ 12・ Hレ 0・ 5△ 25

接合資料 2〈   同  〉36△ 8・ カマ ド
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第二六図 第一四号住居l■接合関係図

〉22△ 29・ 62△H

〉34△ 17・ 35▽ 15

〉34△ 18'31△ 15

〉24△ 25。 9△ 29・ 8△28

〉44▽ 4・ 21△ 33・

〉102▽ 5・ 69レ 3

〉10▽ 27・ 48△ 7

〉20▽ 4・ 108△ 6・ 19▽ 6・ 13▽ 6・ 14△ 7

96▽ 8・ 45△ 5・ 46▽ 6・ 97隣 13・ 98▽ 5,

〉H4▽ 0・ カマド

第六章 竪穴住居址群の調査
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第六章 竪穴住居址群の調査

曇:§毎|::長

頸

耳軍

土器

;:;猛 ::::猛曳

・74△ 01同
一固体?

時  期 出土土器の中には、須恵器の長頸壷形土器破片も存在するので、 9世紀第 3～ 4

四半期ごろに比定できよう。

第一五号住居址 (第二八・三九図、図版第一六)

規模・形態 北壁 (W― X)間約4.Om、 南壁(Y― Z)間 約3.8m、 西壁(W― Y)間約3.Om、 東壁

(X― Z)間約3.lmを 測 り、面積は約12 nfである。プランは、東西に長い長方形を呈する。周壁

は斜めに掘 り下げ、深さは確認面から20clll前後を測る。

床  面 硬度は 2～ 3に相当し平坦である。壁の直下には周溝が掘 られていない。なお床

面の下には厚さ7～ 15clllの 貼床が認められる。

柱  穴 各コーナーの対角線上には柱穴としてのピットは存在 しない。壁の内側で確認で

きたピットは、西壁中央に接 した床面、カマ ドの西側、東壁中央の壁外、南壁中央に接 した床面

に 4本である。柱穴とするには変則的な配置である。各ピットは直径約25clll、 深さ40～ 50clllを 測

る。

カ マ ド 北壁中央より僅かに東に片寄った位置にあ り、奥壁～焚 口間約110cm、 左袖部幅40

clll、 右袖部30cm、 焚口幅40clll、 燃焼部幅約50clllの 大きさを有する。天丼部は崩落している。

埋 没 土 床面上にローム粒子を多く混入した黒褐色土工がほば全面に存在 し、その上に黒

色土 Iが堆積する。

遺物の種類・出土状態 総数23個 の遺物が出土 し、土師器では甕形土器、須恵器では甕形土器、

高台付外形土器、蓋形土器などの器種が認められる。遺物の内訳は、土師器破片 3個、須恵器破

片H個、布目瓦破片 1個、自然石 8個である。

遺物の散在状態は、 ドット・マップに示 したようなあ りかたで、 レベ レ的には埋没土の上半に

多い。接合資料は須恵器に 1例発見された。

接合資料 1〈甕形土器〉9▽ 4・ 10▽ 4

時  期 9世紀の終末ころに廃絶 した住居址であろう。
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第二八図 第一五号住居址実測図

→≧=========」 L_望聖里聖聖聖lH:'3

第三九図 第一五号住居址出土土器実測図
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第六章 竪穴住居址群の調査

第一六号住居址 (第四〇・四一図)

規模・形態 北壁(W― X)間約3.2m、 南壁(Y一 Z)間約3.3m、 東西壁の両壁間は約2.6mの 大

きさで、面積は約 9Υ である。長方形の住居址であるがプランは整っていない。周壁はおおむね

垂直に掘 り下げ、深さ25～ 30clllを 測る。

床  面 硬度 3に相当する床面で平坦に踏み固められている。周溝と貼床は認められない。

柱  穴 床面上に発見できず、各コーナーに直径約20cIIl、 深さ35～ 45clllの ビットが存在す

る。 4本のピットは位置関係から本l■の主柱穴と見徴される。

カ マ ド 北壁中央より僅かに東に片寄った位置にある。奥壁～焚日間約HOclll、 両袖部幅約

130cmの 大きさである。両袖部に灰白色粘土を使った構築法は他のカマ ドと変 りない。

埋 没 土 黒色土 I、 黒褐色土工の堆積状態は、第一五号住居l■の層相と類似する。

「

1名

匡
|ヂ

第四〇図 第一六号住居l■実測図
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遺物の種類・出土状態 確認できた器種は、土師器甕形土器、芥形土器、須恵器甕形土器であ

る。遺物は、カマ ド内から前面にややまとまって散在 し、南壁寄 りにも数片みられる。このあ り

かたは垂直分布を検討するまでもなく、カマ ド側から遺物を投棄した結果の事象である。

時  期 本址の廃絶も第一五号住居址と同様に考えられる。

第四一図 第一六号住居l■ 出土土器実測図
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第六章 竪穴住居址群の調査

第一七号住居址 (第四二 四三図)

規模・形態 北壁(W― X)間約3.lm、 南壁(Y― Z)間約2,9m、 西壁(W一 Y)と 東壁(X― Z)間約

2.7mを測 り、長方形の住居址である。面積は 94rに満たない。周壁は幾分斜めに掘 り下げ、深

さは50～ 55cmを 測る。壁面は崩落することなく良好な状態で残っている。

床  面 硬度 3に相当し平坦である。周溝と貼床は存在 しない。

柱  穴 床面に柱穴が検出できないので、壁外を精査 したところ西壁に 3本、東壁に 2本

のピツトが発見された。Pl～P4がほば対称的な位置にある。いずれも30～ 40cmの深さを有するの

で、本址の柱穴と考えてよいと思 う。

カ マ ド 北壁の中央に位置 し、壁外に大きく張 り出して構築され、奥壁～焚 口間120cm、 両

袖部幅100cnlを 有する。底面は僅かに堀 りくばめ、奥壁に向かってカーブしながら立ち上がる。

埋 没 土 ロームを混入した黒褐色土工の上に黒色土 Iが堆積する。 C― Dセ クションの区

分線から土砂廃棄の状態が窺われる。

遺物の種類・出土状態 土師器では甕形土器、外形土器、高台付不形土器、須恵器では蓋形土器

などの器種が確認でき、最も破片が多いのは土師器甕形土器である。総数102個の内訳は、土師

器破片94個、須恵器破片 3個、布 目瓦破片 1個、自然石 4個に分れる。上器破片 (97個 )の表裏関

係は、表49個 (51%)、 裏33個 (34%)、 立ち15個 (15%)に なる。

平面分布図からみた出土状態は、Yコ ーナーの東側からカマ ド右袖部にかけて帯状にまとまっ

て散在 し、仔細に観察すれば中央より南側のグループと北側のグループに分離できる。さらにこ

の事象を断面に投影すると、 E― Fセ クションのようなあ りかたを示 し、Yコ ーナー付近から分

割的に投棄 した状態を理解することができよう。接合資料の接合方向もおおむね投棄の方向と一

致する。これと似たような遺物廃棄の分―スは第一四号住居l■ でも認められた。

接合資料 すべて土師器だけにみられ、甕形土器H例、不形土器 1例、高台付芥形土器 1例

の13例である。このうち甕形土器の胴部破片が多く接合する。

接合資料 1〈  甕形土器  〉1△ 3・ 18△ 24・ 83△32

接合資料 2〈   同

接合資料 3〈   同

接合資料 4〈   同

接合資料 5〈   同

接合資料 6〈   同

接合資料 7〈   同

接合資料 8〈   同

接合資料 9〈   同

〉95勝 10。 96勝 15

〉38▽23・ 24△ 40・ 10隣46

〉27∠X33・ 23氏ア26

〉34▽26・ 45▽ 18・ 61△45

〉39▽22・ 19△ 30・ 66▽45

〉37民ア25 ・97∠�0

〉41△20,32△27

〉4△ 43・ 17▽ 42
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第六章 竪穴住居址群の調査

接合資料12

1篤

接合資料 13

0            1 ocm

第四三図 第一七号住居址出土土器実測図

接合資料10〈  甕形土器  〉40▽ 18・ H△ 43・ 31▽ 31・ 65▽ 45・ 51▽30・ 88▽ 39

接合資料H〈   同   〉35△ 22・ 28△30,74△31

接合資料12〈  芥形土器  〉91△ 35・ 70▽ 52・ カマ ド

接合資料13〈高台付芥形土器〉6▽ 45。 100▽ 2・ 2▽ 2

時  期 出土土器の特徴から大略 9世紀第 3～ 4四半期と考えられる。
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第 一 八 号 住 居 址 (第四 四 ・ 四 五 ・ 四 六  四 七  四 八 図 、 図 版 第 一 七 ・― 八 )

遺存状態 住居址の中央より僅かに南側を幅15cm、 深さ20cmの 細い溝がほぼ東西方向に走 り、

この部分にだけ攪乱が認められる。

規模・形態 本址は大形の部類に属する竪穴で、北壁(W― X)間約6.Om、 南壁(Y一 Z)間約6.2

m、 東西の両壁(X― Z W一 Y)間 5.9～ 6.Omを 測る。方形の住居址であって、面積は36Υ であ

る。壁はほとんど垂直であり、深さは南壁中央が20cm、 東壁中央から南側が25cm、 その他は30～

35cnを 有する。

床  面 多少の凹凸があるけれどもほば平坦であって主柱間の内側 (内 区)は硬度 4、 主柱

と壁の間 (外区)は硬度 3に近い。周清は存在しない。また断面図から窺われるように部分的に貼

床が施され、厚いところでは40～ 45cmに も達する。

柱  穴 各コーナーの対角線上にPl～ P4の 4本、P3と P4の間にP5、 P4の南側と壁の中間に

P5の 6本のピットが存在する。前者のピットは位置関係、深さ(90～ 100ca)か ら考えて主柱穴の役

割を果す。P5・ P6は深さ40～48cmである。主柱穴については土層の埋没状態を観察するために半

我発掘を実施した。

カ マ ド 北壁中央に位置する。両袖部は床面上に灰白色砂質粘土を使用して構築している。

左袖部の粘土は若千崩落流出し、30cmの 幅で残っている。右袖部はほば原形に近いかも知れな

い。奥壁～焚 日間150cm、 焚口幅約50cm、 燃焼部はそれより若千ひろくなる。土層の断面は、

A― B、 C― Dセ クションに図示したとおりである。なお内部の天丼部が崩落した灰白色粘土層

中から布目瓦が出土している。

埋 没 土 床面下には、全面ではないが貼床が存在し、その上にロームと黒色土が混合した

黒褐色土工、黒色土 Iが堆積する。人為の廃棄土砂であることはいうまでもない。

遺物の種類・出土状態 器種として土師器では甕形土器、須恵器では甕形土器、外形土器、蓋形

土器、コツキ形土器などが確認されている。遺物176イ固の内訳は、土師器破片131個 、須恵器

28個 、紡錘車 1個、布 目瓦 5個、自然石 9個 である。土器破片159個の表裏関係は、表85個

(54%)、 裏59個 (37%)、 立ち15個 (9%)と いう比率で、投棄実験例と近似した数字である。

ドット・マップ上で観察すると、しいて区別すれば①Plの 付近、②右袖部からP2の 周辺、③P3

の南狽1、 ④P4～ P5か ら南壁の間に散在またはかたまって認められる。垂直分布は、床面から中間

付近に多く存在し、上層～確認面の遺物は僅少である。

遺物の中に 3個の環状鉦があって、②グループ内に2個 (123、 165)、 ③グループ内に 1個 (5)出

上し、これに接合すると思われる蓋の破片が④ グループ内から数例 (65、 71、 69、 75)発見されて

いる。また、下記の 5例の接合資料のうち、土師器甕形土器の資料 1、 須恵器甕形土器の資料 5

を除くと、 3例すべてがほぼ南北方向に接合し、就中資料 2は②と④のグループ間で5.8mの 間
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第六章 竪穴住居址群の調査
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第四四図 第一八号住居址実測図



第四五図 第一八号住居址接合関係図
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第六章 竪穴住居址群の調査

第四六図 第一八号住居l■柱穴断面図

|∪

a 灰白色砂質粘土

b 灰白色粘土

c 赤褐色土

d 黒色土

e 焼 上

第四七図 第一八号住居址カマ ド実測図
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接合資料 1

37
接合資料 5

第四八図 第一八号住居址出土土器・紡錘車実測図
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第六章 竪穴住居址群の調査

隔で接合できる。このような単独資料と接合資料のありかたをみると、本社の遺物は、ほとんど

向時的に壁外の数地点から同一破片を廃棄したように思われる。

接合資料 土師器に4例と須恵器に1例発見された。

接合資料 1(甕形土器〉20▽ 0・ 21▽ 0。 18▽ 0・ 17△ 0。 14△ 0・ 16△ 3・ 30▽ 9。 27▽ 0・

26▽ 0

接合資料 2〈  同 〉67▽ 21・ 68▽21・ 146▽12

接合資料 3く  同 〉132▽20・ 128△12

接合資料4く  同 〉139△ 0・ 124△ 4

接合資料 5く  同 〉38▽ 7.37≫ 3(須意器―)

時  期 環状錘を伴 う蓋形土器の一群をメルクマールとすれば、本l■ の遺物は 8.世紀第

2～ 3四半期ころに比定できよう。
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第一九号住居址 (第四九図、図版第一九)

遺 存状態 良好な竪穴であるが中央付近に直径25cmの 攪乱穴がある。

規模・形態 北壁(W一 X)間約3.2m、 南壁(Y― Z)間約3.lm、 西壁 (W一 Y)間約3.lm、 東壁

(X― Z)間約3.2mを 測 り、ほぼ方形に近いプランである。面積は約104rに なる。周壁は僅かに

傾斜 し、深さは各壁とも40clllを 測る。壁面は崩落せず良好な状態である。

床  面 全体に硬度 3に相当する。貼床は認められないが、周壁に沿って幅約 10clll、 深さ

約 5 clllの 溝をめぐらしている。

柱  穴 床面上に柱穴と思われるピットが全 く発見されず、東西の両壁に接 して、または

壁と周溝にまたがって 6本のピットを検出した。Plの位置が不規則である他はおおむね等間隔に

並んでいる。深さが30～ 60clllあ るので本址に伴 う柱穴と考えてよいだろう。

カ マ ド 北壁の中央から僅かに東に寄っている。奥壁～焚 日間1 30clll、 両袖部幅100clllの 大

きさである。両袖部の砂質粘土の残存状態は悪い方であろう。

埋 没 土 A― Bセ クションでは、床面上の壁際に黒色土Ⅲ、その上部にローム粒子を少量

混入した黒褐色土Ⅱ、最上部にローム粒子やロームのブロックを多量に混在 した黄褐色土 Iが堆

積する。南壁付近の層相は若干相違するが、いずれも人為による廃棄土砂である。

遺物の種類・出土状態 遺物の種類は、土師器甕形土器、須恵器甕形土器、高台付盤形土器、布

目瓦などである。総数75個の内訳をみると、最も多いものは布 目瓦の破片で42個、土師器破片18

個、自然石12個、須恵器破片 3個 となる。瓦の出土数は全遺物の56%を 占めてお り、分布図の状

態は瓦破片の廃棄場の感を深 くする。瓦の破片は、竪穴内の全面にわたってみられ、接合資料も

3例抽出できた。土器破片の接合資料が皆無であるということも珍 しい。

接 合資 料 下記の布目瓦破片が 3例接合する。

接合資料 1〈布 目瓦〉60△ 0・ 13▽ 13

接合資料 2〈 同 〉61△ 0・ 16△ 7・ 34△ 10

接合資料 3〈 同 〉11▽ 5・ 49▽20

時  期 出土土器の中に高台付盤形土器も存在 し、遺物の年代は 8世紀の第 3～ 4四半期

ころに比定できるであろう。
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第六章 竪穴住居址群の調査
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第四九図 第一九号住居址実測図
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第二〇号住居址 (第五図、図版第二〇)

規模・形態 ゴヒ壁(W一 X)と 南壁(Y― Z)間は約2.6m、 西壁(W一 Y)と 東壁(X― Z)間 は約2.6～

2,7mを測 り、面積約 74fの 小形の竪穴である。壁はほとんど垂直に掘 られ、深さは平均45clllほ

どあ り、壁面は良好な状態で残っている。

床  面 硬度 3に相当し平坦である。周溝、貼床は認められない。

柱   穴 床面上に柱穴と思われるピットがなく、東西の両壁に接 し、各コーナーより若千

離れて 2本ずつ存在する。各ピットとも直径25clll程度で深さ30crll前 後を測る。本址に付随するピ

ットは、この 4本だけであるから柱穴と見枚 してもよいだろう。

カ マ ド 北壁中央にあ り、奥壁～焚日間約80clllで、左袖部の残 りが悪い。

埋 没 土 床面上にロームの廃棄土Ⅲ、その上に黒色土工、上部にローム粒子を少量混在 し

た黒褐色土 Iが堆積する。いずれも人為的な廃棄土砂である。

遺物の種類 。出土状態 土師器甕形土器、外形土器、須恵器蓋形土器、布 目瓦の破片が 5個出土

しただけである。接合資料は、外形土器(2 3)に認められる。

時  期 9世紀第 4四半期から10世紀第 1四半期に廃絶 した住居址であろう。

lω lω

|し

第五〇図 第二〇号住居址実測図
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第六章 竪穴住居址群の調査

第二一号住居址 (第五一図)

規模・形態 第二〇号住居址とほば同一方向に構築され、北壁(W― X)間約3.3m、 南北 (Y一

Z)間約3.Om、 西壁(W一 Y)と 東壁(X― Z)間 はほば等しく約3,Omを測 り、面積約 94f余の小形

の住居址である。周壁は斜めに掘 り下げて、深さ15clll前 後である。

床  面 硬度 2～ 3に相当しほば平坦である。床面の下部には、貼床が全面に施され、薄

いところで 5 cIIl、 厚いところで15clllを 測る。

柱  穴 竪穴の内外面に柱穴と考えられる ピットは 1本 も検出できなかった。

カ マ ド 奥壁～焚 口間は約190clllを 有し、北壁に接 し両袖部に自然石を 2個並べている。壁

面より床面上に張 りだして袖部を構築するのが普通であるが、なぜか袖部が残っていない。

埋 没 土 ローム粒子を混入した黒褐色土工と黒色土 Iに区別される。

遺物の種類・出土状態 土師器と須恵器の甕形土器破片が15個、布 目瓦破片 2個、自然石 4個が

出土している。これらの遺物は大部分 I層中に含まれ、カマ ドの前面付近に散在する。

時  期 本址の廃絶は、第二〇郷住居址とはば同じころであろう。

第五一図 第二一号住居l■実測図
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第二二号住居址 (第五二・五三・五四図、図版第ニー)

規模・形態 東壁(W― X)と 西壁(Y一 Z)間約3.4m、 】ヒ壁(W一 Y)間約3.lm、 南壁(X― Z)間約

3.2mを測 り、面積は約11留 に近い長方形の住居址である。周壁は斜めに掘 り下げ、深さは30～

35clllを 有する。壁面は崩落 していない。

床  面 周壁に近い部分が硬度 2、 中央付近の空間は硬度 3に相当する。床面は全体に貼

床となってお り、厚さ10cm前後である。

柱  穴 床面上にはピットが発見できず、壁外のローム面に 8本 のピットが存在する。こ

のうち各コーナーの外側にあるPl、 P2、 P3、 P4は、深さが35cm程度あ り、位置関係から主柱穴で

あろう。その他のピットもP7を 除き同じ程度の深さがあるので、柱穴に関係するかも知れない。

カ マ ド 本址は東壁の南側 Xコ ーナーに接 している。奥壁～焚日間約 H Ocm、 両袖部幅100

cmの大きさである。袖部は、砂質粘土を積み上げ、一部に凝灰岩も使用 している。燃焼部内に崩

落した石面は炭化物の付着がみられる。

埋 没 土 土砂は他の住居址と同様に黒色土 Iと 黒褐色土Ⅱに区別できる。

遺物の種類・出土状態 土師器と須恵器の器種には、甕形土器、杯形土器、高台付芥形土器など

が認められる。総数は66個 で、土師器破片30個、須恵器破片23個、布 目瓦破片 4個、自然石 9個

に分類できる。土器破片53個 の表裏関係は、表28個 (53%)、 裏21個 (40%)、 立ち 4個 (7%)である。

こうした遺物の出土状態を観察すると、平面分布上は北壁近 くにほとんどみられず、カマ ドの

前面から西壁寄 りに散在する。 レベル的には、床面のものよりI層 中に包含される破片が多く、

その状態はA― Bセ クションに示 したようになる。接合資料は、資料 6を除き西～西北方向に接

合する資料が大部分である。接合線の走行方向と間隔は、遺物廃棄の方向性を示唆すると考えて

よいだろう。

接 合資料 下記の 6例が抽出できた。すべて甕形土器である。

接合資料 1〈土師器〉29▽23・ 66△ 0

接合資料 2〈 同 〉20△ 17・ 21▽ 17

接合資料 3〈須恵器〉46▽ 0・ 9△ 8・ 62▽ 3

接合資料 4〈 同 〉1▽32・ 40▽ 15・ 22▽ 18

接合資料 5〈 同 〉65△ 34・ 64△ 18

接合資料 6〈 同 〉49△ 0・ 51▽ 0・ 52△ 14・ 47▽ 0・ 53△ 14・ 50▽ 0・ 48▽ 0

時  期 おそらく9世紀第 4四半期から10世紀第 1四半期のころに廃絶された住居址であ

ろう。
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第六章 竪穴住居址群の調査

第二三号住居址 (第五五 五六 五七・五八図、図版第二二・二三 )

遺 存状態 西壁側のWコ ーナー寄 り2/3の部分が浅い攪乱を受けている他は良好である。

規模・形態 】ヒ壁(W一 X)間約4,8m、 南壁(Y一 Z)間 は若千短 く約4.6m、 西壁(W一 Y)と 東壁

(X― Z)間 は4.4～ 4.5mで、ほば方形に近い竪穴である。面積約214rの大きさを有する。周壁は

若千斜めに掘られ、25～ 30cmの深さを測る。壁面には崩落 した跡がない。

床  面 硬度は内区が 3程度、外区はこれより幾分軟らか くなる。床面の下は厚さ30cm前

後の貼床が施され、東壁中央近 くに時代の異なる円形の上羨が存在する。周溝は掘 られていな

い。

柱   穴 各コーナーの対角線上にピットがある。Wコ ーナー側 2本、Xコ ーナー側 1本、

Yコ ーナー側 2本、 Zコ ーナー側 1本 で、いずれも主柱穴または補助的な柱穴であったと思われ

る。

カ マ ド 北壁のほば中央壁を外側に約60cm掘 り込んで煙道 と燃焼部を、床面上に両袖部を

構築 している。カマ ド前面の細長い切石 (長 さ97clll、 幅16cm)は 使口部に使用 したものであろう。一

部石組の構造で奥壁～焚 口間135cmを有する。故意に破壊 した状態である。

埋 没 土 前号住居址と同様に I Ⅱ層に区別できる。

遺物の種類・出土状態 出土 した器種は、土師器の甕形土器、外形土器、須恵器の甕形土器、芥

形土器、蓋形土器などである。遺物の内容は、土師器破片244個、須恵器破片18個、布 目瓦破片

H個、自然石 6個 に分れる。 ドットに記録 した土器破片241個 の表裏関係は、表92個 (38%)、 裏

101個 (42%)、 立ち48個 (20%)と いう比率になる。

遺物の総数が261イ固とい うのは多い方である。この分布状態を ドット・マップで観察すると、

柱穴の外側つまり外区に少なく、カマ ド前面からP4の 内区に多く散在する。特に右袖部 とP2の 南

偵1、 P4の北側などの 4地点に、小範囲ではあるが集積 している。 レベル的には、床直出土の遺物

は非常に少なく、大部分のものは床上10～ 20clllの 層中に含まれている。

また、本址においては、竪穴の周囲の確認面に22個 の平瓦、丸瓦の大小破片が散在 し、床面と

カマ ド内出上の破片を加えると33個 にな り、第一九号住居址についで多い。

接合資料は、出土遺物の量に比例して多くな り、床面の全域に認められる。土器破片の接合線

の分布は、資料 2と 5の ように東西方向に走行する若千例を除き、大部分ほば南北方向を示 して

いる。これに反 し布 目瓦の資料16と 17は、ほぼ東西方向に接合する。

接 合資料 土師器甕形土器 (1～ 12)に 12例、外形土器(13 14)に 2例、須恵器甕形土器 (15)に

1例、布 目瓦(16 17)に 2例 の合計17例が発見された。

接合資料 1〈甕形土器〉230△ 5・ 229△ 0

接合資料 2〈  同  〉105△ 5,128レ 12・ 108勝 10・ 106勝 3
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|∪

第五五図 第二三号住居址実測図

接合資料 3〈  同 〉83△ 0,75▽ 4・ 81▽ 0・ 94△ 2

接合資料 4〈  同 〉196△ 14・ 195▽ 14

接合資料 5く  同 〉193▽ 12・ 143△10

接合資料 6く  同 〉197▽15,250▽ 8

接合資料 7く  同 〉208▽H・ 45▽ 12・ 245▽ 14・ 21▽ 7・ 207△ 14・ 181▽ 11

接合資料 8〈  同 〉46▽ 12・ 47▽ 12
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第六章 竪穴住居址群の調査

第五六図 第二三号住居址接合関係図

接合資料 9く  同 〉114▽ 14・ H3△ 15

接合資料10〈  同  〉109▽10,■ 0△ 12

接合資料H〈  同  〉78▽ 2・ 77▽ 2・ 74▽ 4

接合資料12〈  同  〉35レ 12・ 89▽H,93▽ 14・ 39▽ 13・ 40▽ 12

接合資料13く杯形土器〉22▽ 7・ 255▽ 7

接合資料14〈  同 〉30レ 10・ 256△ 2

接合資料15〈甕形土器〉97▽ 7・ 100▽ 5

接合資料16く布 日 瓦〉99。 254・ 2

接合資料17〈  同 〉32・ 96

時  期 本址の遺物は、土師器甕形土器の日頸部に鬼高式的な稜を残す ものがあ り、

9盪∞

B

不形



a 灰白色砂質粘土

b 灰白色粘上

c 赤褐色土

d 黒色土

e焼 土

第五七図 第二三号住居址カマ ド実測図

土器には娩状のものもみられ、須恵器の蓋形土器の銀にも外周が高 くなった例が存在 し、 8世紀

の第 2～ 3四半期ころに考えられる。
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第七章 と

鷹巣遺跡の第二次発掘調査の概要は以上に記述 してきたとお りである。

本遺跡は、未発掘の東側畑地・山林、西側斜面の窯l■群まで含めると、約50,0004Pの 範囲が推

定でき、昭和56年の第一次調査において5,0004r、 今回の第二次調査において15,000m2を 発掘 し

た訳であるが、この面積は遺跡全体のほば40%に相当するように思われる。

遺構としての竪穴住居址群のあ りかたについては、今回の23軒 に第一次調査分を加えると、あ

る程度の傾向を想察できるけれども、瓦生産にかかわる明確な工房址がまだ発見されていない。

これは調査区の西側に数10mの幅で畑地と山林が介在 し、ここが窯址を構築 した斜面の台地上に

当るので、当然そこに工房址の埋没が予想される場所である。また原料の粘土採掘穴の所在も確

かめていないし、個々の窯址も未発掘であ り、その規模や構造自体、全く白紙の状態に等 しいと

いってよい。こうした現時点の状況を考慮すれば、今回の調査結果を基に遺跡の全体を律するこ

とは先ず不可能である。それ故に本遺跡の全体像を把握 しようと、開発区域外の部分を早急に発

掘する必要はなく、む しろ適切な保護策を講 じて後世に保存すべき性格の遺跡といえよう。

第二次調査で発掘 した23軒の住居址についての内容は別表に記載 したとお りである。

個々の住居址は、規模の点で第八・一八・二三号の大形住居l■ (面積21～ 36r)を 除 くと、大略

近似した面積104f前後の大きさになる。カマ ドを中心に考えた主軸方位も大部分磁北を指 し、例

外として東を向く住居l■ (第一・六 九・三二号)も 若干存在する(第二図)。 また柱穴についても、床

面の対角線上に整然と位置するものがある反面、壁や壁外に構築 したものがあ り、これらは概 し

て不規則な配列を示 している。住居址群の中には、住居兼工房址として使用 したものがあったか

も知れないが、勝田市馬波遺跡や原の寺遺跡の工房址の事例をみると、床面上に原料の粘土塊が

多量に堆積 しているのである。本遺跡の住居址内には、全くそ うした痕跡が認められないことを

考えれば、工房址と速断するにはなお問題が残ると思 う。

出土遺物については、土師器では甕形土器と外形土器が多く、ついで高台付芥形土器、コシキ

形土器、須恵器では界形土器の他に甕形土器、高台付芥形土器、同盤形土器、同皿形土器、蓋形

土器などの器種が存在する。土製品には球形土錘や紡錘車が若干あ り、鉄製品には鎌と刀子が各

1例発見され、鉄滓も僅かながら出上 している。 しかし、身分的または階級的な相違を示す遺物

(た とえば銅製の帯金具の類)は まだ発見されていない。

こうした遺物の中には、環状鉦を伴 う蓋形土器、高台付盤形土器、内面に黒色処理を施 した外

形・皿形土器などの年代的特徴をもった土師器・須恵器が存在するので、住居址は 8世紀第 3四

半期ごろから営まれ、遺跡の性格上、郡衝や寺院と消長をともにしたと考えられる。

すでに述べてきたように台地西縁には、推定10基前後の瓦を焼成 した窯址があ り、また瓦の破

めま
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番 号 住 居
・址 規 模 面  積 主 軸 方 向 カ マ ド 壁  高 時 期

1 lH 3.3× 3.4 N71° E 東 壁 30^ヤ 35 9C3～ 4

2H 4.2× 4.5 N19° W 壁 30-35 9C2～ 3

3 3H 35× 3.2 Nl° W 壁 9C2～ 3

4 4H 2.9× 29 N22° W 壁 9C3～ 4

5H 3.2× 2.7 9 N7° W 壁 35-40 8C3～ 4

6 6H 3.0× 29 9 N78° E 東 壁 35-40 9C l～ 2

7H 36X3.5 N13° W 壁 50´ Vヽ60 9C2～ 3

8H 5.2× 5,0 N9° W 壁 45-50 8C3～ 4

9H 3.1× 3.0 9 N88° E 東 壁 9C3～ 4

10H 3.7× 3.4 N17° W 壁 35-40 9C3～ 4

11 HH 37× 3.6 N10° W 壁 35-40 9C2～ 4

12H 2.5× 3.3 9 N19° W 壁 9C3～ 4

13H 3.4× 3.3 N28° W 壁 25-30 9C4-10C I

14H 4.2× 4,1 N6° W 壁 30-40 9C2～ 3

15コ 3.1× 4.0 N29° W 壁 9C4

16H 2.6× 33 9 N25° W 壁 25-30 9C4

17H 3.1× 2.7 9 N13° W 壁 50ヽV55 9C3～ 4

18H 6.0× 6.0 N17° W 壁 30-V35 8C2～ 3

19H 3.2X3.1 N20° W 壁 8C3～ 4

20H 2.7× 2.6 7 N28° W 壁 9C4-10C l

21H 3.3× 3.0 9 N21° W 壁 9C4-10C l

22H 32X3.4 N79° E 東 壁 30-35 9C4-10C l

23H 4.8× 4.5 N14獅V 壁 25^V30 8C3

住居址一覧表

1)規模は主軸 X短軸の順に記載し,計測単位はmである。

2)面積の表示はmf,壁高は確認面からの平均で,計測単位はclllで ある。

3)出土土器の時期は,四半期単位の区分を用いて目安とした。

記載例 :9世紀第 3～ 4四半期=9C3～ 4

片が多量に廃棄された住居址 (第一九・二三号住居址)も 存在 している。この事実から官衡や寺院の

求めに応 じて、瓦の製作に従事 した二人集団の住居址で、そ うした集落の一部を構成 していた疑

いが濃いように考えられる。

今回の発掘で採集できた瓦は、平瓦と丸瓦の種類である。破片の量は前者の平瓦が圧倒的に多

い。平瓦は、第一八号住居 l■ カマ ド出土のものを計測すると、縦48.5ctll、 横 (広端35,Oclll、 狭端

30.Ocll)、 厚さ1.5～ 2.Ocm、 重量7.9kgの法量を有 し、凹面に布 目圧痕、山面に斜格子日の圧痕が
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第七章 ま と め

1           2

第六三図 住居址長幅分布図

第六四図 住居l■主軸方位図

みられ、また桶巻作 りと思われる枠板圧痕が凹面に 2.0～ 4.5 calの 幅で残っている。

丸瓦は、完形品がないために詳 しい法量は不明であるが、おそらく玉縁のない行基式であろ

う。凹面に布 目痕を残 し、凸面は無文となっている。破片の中には、先端部に文様をつけた軒丸

瓦は未発見である。

大化 2年 (646)の 改新の詔、第二条に「郁は四十里を以て大郡 と為 し、三十里以下四里以上を中

」 ２

ｍ

６

l― J上
トー LI引
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郡と為し、三里を小郡と為せ」という国・郡・里の制度が定められた。その後、中央集権体制が

着々と整備され、この地方は久慈郡に改まり、地方を統治する官衝として郡衝 (郡役所)が設置さ

れた。『新編常陸国誌』|こ よると、「所謂郡家ノ地ハ、正ツク今ノ大里辺二当レリ(中略)依テ是郷

中大里ノ辺二古郡庁ヲ置カレシヨト明ナリ」とあるように、金砂郷村大里・薬谷の地を郡衛址と

想定している。この想定は中山信名をはじめとする多くの研究者のはば一致した見解である。久

慈川と山田川の合流点に近いという地理的な位置関係および律令制社会の機構を勘案した場合、

本遺跡で生産した瓦は、発掘調査を行っていない現時点で断定できないが、この久慈郡衝址へ供

給されたのではないかと考えられるし、また以前から先学たちもそのように推察してきたのであ

る。いずれにしても、瓦窯址とそこから派生する諸問題は、今後における興味ある研究テーマと

いうべきであろう。
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図版第 一

遺跡の遠景、東方の久慈川流域から鷹巣台地を望む

遺跡の遠景<西南より>
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遺跡の現状〈北より〉
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図版第 四

住居l■ の分布状況、第六～八号住居l■付近3ヒ より〉

住居l■の分布状況、第一二 。一三・一七号住居址付近く東より〉



発掘調査の状況、第一一号住居址〈南西より〉

発掘調査の状況、第一三号住居址〈東より〉
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図版第一〇
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第六号住居II遺物出土状態〈南より〉

第六号住居址カマ ド残存状態



第七号住居址全景〈南より〉

第七号住居址遺物 (下段 :鉄鎌)出土状態〈南より〉



図版第一三

第八号住居址全景〈南より〉
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第八号住居址カマド残存状態
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第八号住居址柱穴 (Pl)断面

第八号住居址柱穴 (P2)断面
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第一o号住居址遺物出土状態く南東より〉



図版第一五

第一二号住居址全景く南より〉

第一三号住居址遺物出土状態〈南西より〉



図版第一六
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第一四号住居址遺物出土状態〈南より〉

第一五号住居址遺物出土状態〈西より〉
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図版第一八

第一八号住居址カマ ド断面と平瓦出土状態

第一八号住居址柱穴 (P3)断面



図版第一九
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第一九号住居址遺物出土状態〈東南より〉
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第一九号住居址遺物出土状態〈東より〉
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第二〇号住居址土層断面〈南より〉

第二〇号住居址カマ ド残存状態



図版第二一

第二二号住居址遺物出土状態〈南より〉

第二二号住居址カマ ド残存状態



図版第二二

第二三号住居址全景く東より〉
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第二三号住居址全景〈南より〉



図版第二三

第二三号住居址カマ ド残存状態
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第二三号住居址Wコ ーナー付近平瓦出土状態



図版第二四

第四・六・八・九号住居址出土土器

8Hカ マ ド



5Hカ マ ド

5Hカ マ ド

第一七・―八・三 。四・五・六号住居址出土土器

図版第二五

5Hカ マ ド

6H接3



6H接 2

HHカ マ ド

図版第二六

13H接 9

20H接 I

22Hカ マ ド

第六・七・一―・一三・一七・二〇・二一 =三二・一一号住居址出土土器、紡錘車、土錘、鉄鎌
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図版第二九
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図版第二〇

第一九号 (上)第二三号 (下)住居址出土瓦



図版第二一

第二三号住居址出土瓦
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